「身体知プロジェクト」第1回

テーマ：身体のモダンとポストモダン――２１世紀の大学は身体知をいかに捉えるべきか？
オーガナイザー・発表者：熊倉敬聡（慶應義塾大学理工学部、教養研究センター所員）

開催日・場所：2005年7月22日、慶應義塾大学日吉キャンパス来往舎

参加者：横山千晶、篠塚憲一、佐藤望、近藤明彦、小菅隼人、武藤浩史、坂倉杏介、熊倉敬聡
　教養研究センターの基盤研究の一つである「身体知プロジェクト」は、その名の通り身体知を取り扱うことから、通常の研究会とは違い、それが行われる身体的・制度的環境、運営プロセス自体を問題化しながら展開される。一定の座長や幹事なども設けず、毎回異なったオーガナイザーが、自分独自の視点・方法で企画を準備し、実現するものである。その第1回目は、筆者が、現在三田通り商店街振興組合と協働で行っている「大学－地域交流ラウンジ」で使用している一種の屋台「MITAYATAI」を来往舎アトリウムの一角に設え、それを囲む形で行った。
　発表は、大きく2部に分かれた。前半では、発表者が手描きの奇怪な図を示しつつ、主にフランス現代思想の成果を援用しながら、ヨーロッパ的モダンの身体・社会体とポストモダンの身体・社会体の組成を解説した。続いて、それと比較しつつ、日本の「モダン」の身体・社会体と「ポストモダン」の身体・社会体の特異性を描写し、特にスーパーフラットな記号・イメージの過剰増殖に覆い尽くされた「オタク」たちや「ギャル」たちの心身の現在を問題とした。
　後半では、前半の文脈を前提として、まず身体知を二種類に分け（「ハビトゥス的身体知」と「脱ハビトゥス的身体知」）、特に後者の教育的可能性を論じた。昨今の古武術ブーム、ヨガブームなどに言及しつつ、「非中枢的身体」や「肉体による思考」の重要性を指摘し、さらには、仏教的「空」や「喜捨」の概念を参照しつつ、超資本主義的な記号の氾濫とその弊害を乗り越えるための方途を模索した。最後に、身体知の観点から、21世紀の（日本の）大学の使命を論じ、その使命の一つとして身体知の教育と研究が必須であることを強調した。
　発表後、討議が行われたが、発表内容の大枠については、参加者の大方が肯定的に受けとめてくれたようだったが、発表者が意図的に行った図式化・単純化に関しては、異議が唱えられ、より繊細な分析が必要であるという指摘があった。
